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姫路市 産業廃棄物対策課 

 

 

近年の環境意識の高まりや環境負荷増大のおそれに対する不安の下で、廃棄物処理

施設の設置を巡る紛争が後を絶たない状況を踏まえ、姫路市では、廃棄物処理業者の

処理施設（積替え・保管施設、中間処理施設、最終処分場）の設置に当たって、関係

住民等の意向が十分に反映され、関係地域の生活環境の保全についての配慮がなされ

たものとなるよう「姫路市廃棄物処理施設の設置に係る手続に関する指導要綱」を制

定しました。 

 

 

  

 (1) 事前相談票の提出 

   廃棄物処理業の用に供する処理施設を新たに設置しようとする事業者（以下単に

「事業者」という。）は、事業計画の立案に当たって、事前に廃棄物処理業等の事

前相談票を提出してください。 

(2) 事業計画事前協議書の提出 

   事業計画を立案した事業者は、事業計画の概要を記載した事業計画事前協議書を

姫路市（産業廃棄物対策課）に提出し、市と協議していただくことになります。 

   市は、その事業計画の概要について審査し、生活環境の保全に十分配慮されたも

のであるかどうかを判断します。 

   審査結果については通知し、要綱手続に移行することになります。 

 

    

 

(1)  事業計画書・周知計画書の提出 

事業者は、処理業許可申請書等の提出前に、事業計画の概要を記載した事業計

画書を市に提出しなければなりません。 

また、関係住民に対する事業計画についての説明会の開催に関する周知計画書

も市に提出しなければなりません。 

 (2) 広告・縦覧 

   事業者は、事業計画書を作成した旨、事業計画書の縦覧の場所・期間、関係住民

に対する説明会の場所・日時などを広告し、提出した事業計画書を関係地域にお

いて、広告の日から３０日間、縦覧しなければなりません。 

「姫路市廃棄物処理施設の設置に係る手続に関する指導要綱（要約）」 

１ 目的 

３ 要綱手続の主な内容 

２ 要綱手続の前に 
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(3) 説明会の開催 

事業者は、周知計画に基づく説明会の開催等により、関係住民に対し、事業計

画を周知しなければなりません。 

(4) 意見書の提出 

関係住民は、生活環境の保全上の見地から、事業計画についての意見書を市及

び事業者に提出することができます。 

(5) 説明会等報告書の提出 

事業者は、説明会の実施状況、意見書（原則広告の日から４５日を経過する日

までに提出されたもの）に対する見解書などを市に報告しなければなりません。 

(6)  指導・助言 

市は、事業計画についての関係住民の生活環境の保全上の意見を考慮し、事業

者に対し、必要な指導・助言を行うことができます。 

(7) 事業計画等の変更 

事業者が事業計画等を変更しようとする場合は、市にその旨を届出し、改めて

広告・縦覧・説明会を実施し、その報告を行わなければなりません。 

(8) 事業計画の廃止 

  事業者が事業計画を廃止しようとする場合は、市にその旨を届出し、広告しな

ければなりません。 

(9) 報告徴収 

市は、要綱の施行に必要な限度において、報告徴収を行うことができます。 

(10) 勧告 

市は、要綱の規定を遵守しない事業者に対して、必要な措置をとるべきことを

勧告することができます。 

 

 

 

  要綱手続を通じて、事前に事業計画の情報公開が行われ、関係住民等の意見が十分

に反映されるとともに、関係地域の生活環境上の保全についての配慮がなされた場合

は要綱手続終了となり、許可申請手続・変更届出手続へ移行することになります。 

 

 

 

〒670-8501 兵庫県姫路市安田四丁目１番地 

姫路市 産業廃棄物対策課（市役所東館３階） 

電話０７９－２２１－２４０５・２４１８ 

４ 要綱手続の終了等 

５ 問合せ先 


